
 

 

 

 

 

【1】基礎学力の定着 

・少人数授業やティーム･ティ

ーチング授業を通して、基礎

学力の定着と学力の向上を図

ります。 

・実社会と繋がりを持たせた 

授業や教科横断的な授業を通 

して分かる授業を行います。 

 

【2】学びに向かう姿勢の育成 

・朝読書や朝学習を行い、学 

ぶ習慣を身に付けさせます。 

・総合的な探究活動を通し

て、自ら課題を発見し解決し

ていく能力を高めます。 

 

【3】授業力の向上 

・互見授業やＩＣＴの活用を 

通して、授業力を向上させ、 

アクティブラーニングの視点 

からの授業改善を行います。 

 

 

 

 

 

【1】専門性の向上 

・体験的･実践的学習を通して 

専門の技術を習得させ、さらに

創造力を育成します。 

・アイデアや発想を形にできる 

設計力を育成します。 

・「自分にとって、社会にとっ

て意味のある問い」に取り組む

視点に立った探究活動や課題研

究を推進します。 

・他学科との連携協働学習から 

発想力、企画力、創造力、人間

力等を高めます。 

【2】資格取得指導の充実 

・資格取得ロードマップを活用 

して、計画的に資格取得できる 

よう指導します。 

【3】各種コンテストへの参加 

・各種コンテストや競技大会に

積極的に参加し、上位入賞を目

指します。 

 

 

 

 

 

 

【1】規範意識の醸成 
・ＴＰＯに応じた態度や言葉 
遣いができるように促します。 
・実社会で通用する身だしなみ 
となるよう促します。 
・学校いじめ防止基本方針に従 
い取り組みます。 

【2】安全教育の推進 
・授業中の事故ゼロとなるよう 
安全意識を高めさせます。 
・日常生活や実習等において、 
ＫＹ（危険予知）活動や５Ｓ 
（整理･整頓･清掃･清潔･躾） 
活動の重要性を理解させ、実践
させます。 
・倫理観・道徳観を養います。 

【3】情報モラルの向上 
・情報社会の倫理や法の理解と
遵守、情報発信に対する責任や
義務などをわかりやすく指導し
ます。 

 

 

 

 

 

【1】健康の保持・増進 

・公衆衛生意識を高めさせ、 

衛生管理に努めます。 

・部活動における練習の積み 

重ねにより、心技体を鍛え、 

上位大会出場へ導きます。 

 

 

 

 

 

【1】基本的生活習慣の確立 

・挨拶を励行させます。 

・時間厳守、規則遵守を徹底 

させます。 

・教室清掃や校舎内外の美化 

活動を通して公共心を涵養し 

ます。 

・ものや道具を大切に使う 

ように指導します。 

【2】自己有用感の醸成 

・学校行事や探究活動･課題研

究の場を生かし、協働する心

を培います。 

・部活動を通してやり遂げる 

力を身に付けさせます。 

【3】教育相談の充実 

・面接週間や定期的アンケー 

トから悩み相談や問題行動の 

未然防止に努めます。 

・カウンセリングを通して、 

生徒の心のケアに努めます。 

 

 

 

 

 

 

【1】希望進路の実現 
・地域の産業と生活を支える
人財を育成し、希望進路 

１００％達成を目指します。 
・入学時からの段階を踏んだ 
進路指導･実践的支援（外部講

師講座、工場見学、インター
ンシップ、進路ガイダンス、
企業説明会等）を行うことで

キャリア形成を推進します。 
・４年制大学や上級学校への 
進学対策として、計画的に個 

別指導します。 
【2】地域連携の強化 

・地域企業や各種団体を積極 

的に訪問し、信頼関係を築き 
ます。 
・総合的な探究の時間で、地

域と連携しながら探究活動を
行い、社会において必要とさ
れる資質･能力を養います。 

学力の向上 希望進路の実現 社会性の育成 

『創造・協調・責任』 

 

 

 

 

 

【1】広報活動の推進 

・スクールガイドや動画等

で、中学生･保護者に本校の 

特色･魅力を伝えます。 

・特色ある取組等をＨＰや 

note等で情報発信します。 

【2】専門教育の魅力発信 

・実習内容や学習成果を地域 

に公開します。 

・生徒研究発表会を開きます。 

地域との連携 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 福島県立二本松実業高等学校 学校経営・運営ビジョン 

創造性豊かで地域産業の

中核となる人財の育成 

  
「希望進路の実現に向けて」  校 長 川 島 孝 夫 
 
本校は、３つの校訓の下、職業教育推進校として工業３学科

（機械システム科、情報システム科、都市システム科）と県内
唯一の家庭学科の生活文化科を併置した専門高校であり、学科
連携や地域連携による協働的・探究的・実践的な学びを重視し
た教育活動に取り組みます。二本松・安達地区の工業科・家庭
科教育の拠点校として、高い専門性や社会性を身に付け、地域
の産業と生活を支える人財育成（財は宝を意味します）に努め
てまいります。 
希望進路の実現に向け、教職員が生徒一人ひとりの伴走者と

なり、「自分を、超える」をスローガンに、チーム学校で取り

組んでまいります。 

 
 

努力目標 Ⅰ 努力目標 Ⅱ 努力目標 Ⅲ 

専門教育の充実 基礎学力の定着 

努力目標 Ⅳ 努力目標 Ⅴ 努力目標 Ⅵ 

 

【教育目標】 

１ 創造力と実践力を併せ持つ自立した人間の育成 
① 専門的な知識や技術を主体的に習得し高める態度を養う。 

② 学科横断的・体験的な活動を通して創造性を養う。 

 

２ 心身ともに健康で調和のとれた人間の育成 
 ① 規律や責任を重んじる健全な精神を育む。 

 ② 職業人として必要な健やかな身体を育む。 

 

３ 地域文化を尊重し、社会に貢献する人間の育成 
 ① キャリア教育の充実を図り、勤労観と社会性を育む。 

② 地域の産業・生活・文化の発展に寄与できる資質を養う。 

健やかな体の育成 規範意識の醸成 豊かな心の育成 キャリア教育の充実 

積極的な情報発信 

努力目標 Ⅶ 


